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北海道立教育研究所

教育課題研究部研究主幹 深戸 紀明

令和６年度北海道立教育研究所教育研究フォーラム

令和７年３月14日（金）

中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における

プログラミングの研修（授業）教材の開発
～情報活用能力の体系表を活用したプログラミング的思考の育成を目指して～
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１ 研究の動機（現状と課題）

○ 中学校学習指導要領「技術・家庭（技術分野）」において、

「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログ

ラミング」の内容が追加
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１ 研究の動機（現状と課題）

文部科学省ホームページ
中学校技術・家庭科（技
術分野）内容「Ｄ 情報
の技術」を基に作成
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１ 研究の動機（現状と課題）

【実態】

○ 免許外で技術の授業を担当している教師が多い

（R4：技術の免許外教科担任238人（50.2％）／474人中）

○ 「Ｄ「情報の技術」でのプログラミングの指導において、

「生徒が問題を見出して課題を設定しプログラミングで解決

する学習が十分に行われていない」と回答した市町村は79市町村。

「Ｄ 情報の技術」の指導に課題
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１ 研究の動機（現状と課題）

技術分野に関する研修があった場合、どの内容について
学びたいですか。

中学校技術・家庭科(技術分野）に関するアンケート（道教委令和６年１月～２月）
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１ 研究の動機（現状と課題）

技術の授業に関連して道教委に望む取組

技術の授業に関する
動画教材等の提供

中学校技術・家庭科(技術分野）に関するアンケート（道教委令和６年１月～２月）
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１ 研究の動機（現状と課題）

動画教材等の提供（文科省）
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○ 中学校技術・家庭（技術分野）における

プログラミングの授業改善に資する。

Ⅱ 研究のねらい（目的）
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Ⅲ 研究の方法

１ 中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における、

研修（授業）プログラムの開発。

(1) プログラミングに関する動画教材

(2) 授業ですぐに活用できる教材（提示資料、授業のポイント等）

(3) 関連知識（ネットワーク等）に関する授業用の補助教材

(4) (1)～(3)を活用した「単元の指導計画」

２ １で開発した研修（授業）プログラムの、学校における実践

３ 研修（授業）プログラムの検証及び改善

４ 研修（授業）プログラムの普及及び活用促進
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Ⅳ 研究の内容

１ 中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における、

研修（授業）プログラムの開発。

内容Ｄ「情報の技術」

情報のデジタル化や処理の自動化、システム化等による処理の方法と

いった技術の最適化について学ぶ

(1)生活や社会を
支える情報の技術

(2)ネットワークを利
用した双方向性のあ
るコンテンツのプロ
グラミングによる問
題の解決

(3)計測・制御のプロ
グラミングによる問
題の解決

(４)社会の発展と
情報の技術

(2)ネットワークを利
用した双方向性のあ
るコンテンツのプロ
グラミングによる問
題の解決

(3)計測・制御のプロ
グラミングによる問
題の解決

(1)生活や社会を
支える情報の技術

(2)ネットワークを利
用した双方向性のあ
るコンテンツのプロ
グラミングによる問
題の解決

(3)計測・制御のプロ
グラミングによる問
題の解決

(４)社会の発展と
情報の技術

(2)ネットワークを利
用した双方向性のあ
るコンテンツのプロ
グラミングによる問
題の解決

(3)計測・制御のプロ
グラミングによる問
題の解決

技術分野の学習過程を踏まえた研修（授業）教材の作成
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Ⅳ 研究の内容

１ 中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における、

研修（授業）プログラムの開発。

Smalruby（スモウルビー）
「Ruby」というテキストプログ

ラミング言語をビジュアルプログ
ラミング言語化したもの。命令が
書かれたブロックを組み合わせて
プログラムを作る。

•ツールタイプ：テキスト言語, ビジュアル言語
•コスト：無料
•動作環境：ブラウザ, Windows
•オフライン版の有無：有
•日本語対応：有
•開発元：NPO法人Rubyプログラミング少年団
•対象年代：小学校中学年～

Smalruby未来の学びコンソーシアム を基に作成

テキストプログラミング言語に変換
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Ⅳ 研究の内容

１ 中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における、

研修（授業）プログラムの開発。

【題材デザイン】
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Ⅳ 研究の内容
１ 中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における、

研修（授業）プログラムの開発。

【授業デザイン】
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Ⅳ 研究の内容

１ 中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における、

研修（授業）プログラムの開発。

【授業動画】



１ 中学校技術・家庭（技術分野）内容Ｄ「情報の技術」における、
研修（授業）プログラムの開発

【授業動画】

【主な工夫点】
・必要な知識に係る説明 ・スモウルビーの操作方法
・プログラミングの技能 ・動画の一時停止機能 ・振り返り
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Ⅳ 研究の内容

１ 中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における、

研修（授業）プログラムの開発。

【解説動画】 【生徒用題材デザイン】
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Ⅳ 研究の内容

１ 中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における、

研修（授業）プログラムの開発。
【ワークシート】 【小テスト】
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Ⅳ 研究の内容

２ 開発した研修（授業）プログラムの、学校における実践

【協力校】20校（免許有７校、免許無13校）

【実施の時期】令和６年11月末～令和７年２月中旬

【実施の流れ】

・令和６年11月 実施に係る事前アンケート

・令和６年11月28日（月）説明会①

・令和６年12月９日（月）説明会②

・随時 アンケート結果を踏まえて、フォローアップ

【プログラムの配布方法】Google Classroom
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Ⅳ 研究の内容

２ 開発した研修（授業）プログラムの、学校における実践

【協力校】剣淵町立剣淵中学校

（免許有）

【実施学年】３学年

【視察日】令和７年１月21日（火）

【内容】９時目／14時間

※８時間目まで実施済

学校における実践①
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Ⅳ 研究の内容

２ 開発した研修（授業）プログラムの、学校における実践
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Ⅳ 研究の内容

２ 開発した研修（授業）プログラムの、学校における実践

【協力校】鹿部町立鹿部中学校

（免許無）

【実施学年】２学年

【視察日】令和７年１月29日（水）

【内容】２時目／14時間

学校における実践②
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Ⅳ 研究の内容

２ 開発した研修（授業）プログラムの、学校における実践
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Ⅳ 研究の内容

２ 開発した研修（授業）プログラムの、学校における実践

【事後協議】

・授業動画スライドを視聴することで、どのような学習をすべきであるのか、

学習指導要領で求められていることが理解でき、指導者の学びにもつながった。

・道研のコンテンツはよくまとまっていて、流れを理解するのに役立った。

・授業動画スライドは、教師の勉強用のスライドとなった。

・授業デザインに「生徒がつまずきやすいポイント」等が示されるとよい。

・専門用語の意味が分からず、本時の内容を理解することに時間がかかった。



HEducation

RInstitute

Ⅳ 研究の内容

３ 研修（授業）プログラムの検証及び改善

【検証方法】

Googleフォームによる事後アンケート、協力校担当者からの聴き取り

【実施時期】

令和６年12月～令和７年２月下旬（授業実施後に回答）

【内容】

○ 実施学年及び時期について
○ 活用したプログラムについて
○ プログラムを使用した感想、改善策及び要望について
（題材デザイン、授業デザイン、授業動画、解説動画、授業スライド、
ワークシート等）

○ プログラム全体を通して（授業改善に役立ったか）
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Ⅳ 研究の内容

３ 研修（授業）プログラムの検証及び改善

【評価理由】

・生徒の興味・関心を掻き立てながら授業を進められたから。

・題材自体は私自身もたくさん勉強させていただき、子ども

たちの理解も深まったから。

・効果的な指導方法がわからない中で指針を示してもらい、

とてもやりやすかったから。

・題材の目標が明確に示されていて、本時の授業の展開内容

が見やすく整理され、どのような授業展開をすればよいか

想像しやすかったから。

・学習指導要領に記載されている内容項目を、過不足なく指

導することが可能になったから。

・評価のポイントや授業の流れを端的に理解することができ

たから。

「題材デザイン」を使用した感想

大変役立った どちらかと言えば役立った

免許有 免許無

67.0％

33.0％

88.0％

12.0％
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Ⅳ 研究の内容

３ 研修（授業）プログラムの検証及び改善

【評価理由】

・動画の中で説明がなされており、教師側で余計な説明を

する必要がないから。

・授業の流れを提示することができたから。

・動画の途中で停止する時間もあり、活動すべきタイミング

を生徒に分かりやすく提示することができたから。

【評価理由】

・重要な部分や手元に残しておきたい資料などを印刷して、

生徒に配付することができたから。

・PDFとして活用し、自分の声で説明しながら必要なスライド

を活用できたから。

「授業スライド」を使用した感想

「授業動画」を使用した感想

免許有 免許無

免許有 免許無

57.0％

大変役立った どちらかと言えば役立った どちらとも言えない

43.0％

28.5％

43.0％28.5％

57.0％

43.0％ 25.0％

63.0％

12.0％
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Ⅳ 研究の内容

３ 研修（授業）プログラムの検証及び改善

【評価理由】

・何もない状態から授業準備をすると、教員の技量に委ねられる

ので、場合によっては、不十分な内容となるが、コンテンツが

設計されていれば、一定の基準の授業内容をどの教員も実施で

きるから。

・双方向性のあるコンテンツについて、実習を通して理解させる

ことができるから。

・教科書の内容に沿って、具体的に授業を進められるとともに、

生徒が、課題の解決に向けて取り組むことができたから。

開発したプログラムは、中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の
技術」における授業改善に役立つものであったか。

大変役立った どちらかと言えば役立った どちらとも言えない
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Ⅳ 研究の内容

３ 研修（授業）プログラムの検証及び改善

免許外で技術の授業を担当する教師にとって、より使いやすいプログラムを…

(1)  「授業デザイン」
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Ⅳ 研究の内容

３ 研修（授業）プログラムの検証及び改善

免許外で技術の授業を担当する教師にとって、より使いやすいプログラムを…

(2)  「用語解説集」
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Ⅳ 研究の内容

３ 研修（授業）プログラムの検証及び改善

免許外で技術の授業を担当する教師にとって、より使いやすいプログラムを…

(1) 授業デザイン (2)  「用語解説集」
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Ⅳ 研究の内容

４ 研修（授業）プログラムの普及及び活用促進

【完成版】道立教育研究所Webページに掲載（３月中）
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北海道立教育研究所

教育課題研究部研究主幹 深戸 紀明

中学校技術・家庭（技術分野）「Ｄ 情報の技術」における

プログラミングの研修（授業）教材の開発
～情報活用能力の体系表を活用したプログラミング的思考の育成を目指して～

御清聴ありがとうございました。

令和６年度北海道立教育研究所教育研究フォーラム

令和７年３月14日（金）


